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１．研究計画の概要 

サンゴの白化と病気による死滅、サンゴ礁

の減少はより深刻である。地球温暖化の影響

がどの程度影響するのかを調査する必要が

ある。特にアジア・アフリカの国々のサンゴ

礁は生活と密接な関係にあり、保全・再生に

関する政府の政策にも関係がある。モーリシ

ャス周辺のサンゴは比較的白化によるダメ

ージが少ないことが報告されている（ICRI, 

2004）。その原因を調査することは、他のサ

ンゴ礁における白化の原因を特定するため

に役に立つ。本計画では、従来の調査ではほ

とんど行われていないミクロ生態系とサン

ゴ・海草との共存・生活環境廃水の影響につ

いて調査を進めている。特に計画では海草群

落の生産する紫外線吸収物質、シアノバクテ

リア、栄養塩、有機物循環、バクテリアを中

心にモーリシャス大学と共同研究をしてい

る。 

２．研究の進捗状況 

2007、2008 年にはモーリシャス周辺の

サンゴ礁の栄養塩・有機物濃度、バクテ

リア。基礎生産量・窒素固定量を調査し、

太平洋のサンゴ礁に比べて有機物生産

量が 2～3 倍高いことを見出した。特に

海草群落域においてはサンゴの白化は

非常に少ないこと、海草との共存がサン

ゴの健全性維持に重要であることが示

唆された。2009 年 12 月から 2010 年 3 月に

かけて海水温が 29℃から 31℃に上昇し、紫

外線量もわずかに増加したが、モーリシャス

のサンゴの白化の被害は、太平洋の沖縄、フ

ィリピン等のサンゴ礁に比べ、少なかった。

モーリシャスのサンゴ礁の海水中の栄養

塩・有機物・ピコプランクトン、海草群落と

サンゴの被度の関係を 2010 年 2 月-3 月に調

査した。モーリシャスの西側のアルビオンを

中心に流速、水温、塩分、クロロフィル、海

草の代謝産物の MAA、アルカリ度、pH も測定

した。モーリシャス海水中のバクテリアは

4.3x 105～8.1 x 105cell/ml、シアノバクテ

リアは 2.7 x 103～26.1 x 103cell/ml、ビブ

リオがエダコモサンゴから確認された。硝酸

塩濃度は 0.07～0.14μM,アンモニア濃度は

0.10～0.18μM と比較的低い濃度であった。

粒子態有機炭素濃度は 40.6～62.7μg/l と沖

縄およびニューカレドニアの 66.5～82.4μ

g/l より少し低い値であった。海草の代謝産

物である紫外線吸収物質であるアミノ酸態

物質（MAA）が検出された。海草の表面付近

の海水の中の栄養塩濃度は高く、1.7-2.5μM

で、溶存有機炭素濃度も海草付近では

125-142μM の高い値である。海草の代謝活動

がサンゴの白化を妨げる原因の可能性が示

唆された。今までモーリシャスのサンゴ礁に

おけるこのような調査は皆無であり、異なる

生態系との共存、バランスが生態系全体の保

全に重要であることが示唆された。 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

当初の予想したように海草群落の存在は、サ

ンゴの白化を妨げる役割がある可能性が明

らかになりつつある。異相生態系による環境

保全への新たな方策が模索できる成果を得

ている。 

４．今後の研究の推進方策 

海草の放出する紫外線吸収物質の量的把

握とサンゴの白化の関係、また海水温の影響

との相互関係を明確にする。他のサンゴ礁で

の紫外線吸収物質の量的比較を行う。 
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